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平成２７年７月２５日（土）１６時３０分から１９時３０分まで、「あじさいのおか牛

窓」では、恒例の「あじさい納涼夏祭り」を開催いたしました。この催しは、ご利用者の

皆様はもちろんのこと、地域の皆様にも地元の夏祭りとして楽しんでいただくことを目的

にしています。

開催にあたっては、延べ１８０名以上のボランティアの皆様にお越しいただきました。

前日まで草抜きや草刈りをしていただいて大変綺麗になった敷地内で本番を迎えることが

でき、当日は模擬店やご利用者様の付き添いをしていただくなど、夏祭りの運営に多大な

ご協力を賜りました。祭りには、ご多忙の中瀬戸内市長 武久顕也様をはじめ来賓の皆様

も多数ご出席くださり、開会式では温かいお言葉をいただいてにぎやかに始まりました。

木村 茂光 様 ありがとうございました。◆寄付・寄贈御礼（７月）◆

外会場ではふじた傳三郎太鼓保存会の皆様による演技を披

露して頂き、力強いバチ捌きが夏祭りを一層盛り上げました。

ステージでは、牛窓中学校吹奏楽部の皆様による「演歌メ

ドレー」等の若さ溢れる演奏で心も弾みました。盆踊り「牛

窓音頭」では、ご利用者様と職員が一緒に輪になり、笑顔で

踊り、楽しんでいただきました。また「あじさいのおか牛

窓」職員有志により力強い「ソーラン節」踊りを披露し、日

頃とは違った一面を見ていただけたのではないかと思います。

毎年恒例のくじ引きでは、今年の１等賞は「スチームオー

ブンレンジ」でした。多くの事業者の方々がご協賛くださり、

他にも多数の豪華景品が用意されました。当たりの番号が読

み上げられる度にご来場者の皆様が手元を見つめられる様子

を拝見すると、地域住民の皆様にも喜んで参加いただけたの

ではないかと感じます。

《ご協賛いただいた皆様》
アルム(株)、上野茂一、オージー技研(株)、
キングラン中四国(株)、(株)誠屋、(株)トーカイ、
(株)本多、岸野康人、綜合厨器(株)、中国銀行
牛窓支店、津島医院、(株)西日本酸器、日本基準
寝具(株)、原野健一、原野商店、東原和郎、
ひとつ工房、リースキン西日本リネン
サプライ(株)、(有)岡山大海、(有)竹田乳業

〔五十音順、敬称略〕

今年度は例年より開催時間が少し早く、暑い中での開催と

なりましたが、地域住民の皆様・関係事業者の皆様のご協力により、今年も大盛況のうち

に祭りを終えることができました。皆様のお力添えのおかげでご利用者様・ご家族様の笑

顔が多く見られ、楽しく祭りの時間を過ごしていただくことができました。

《ご協力いただいたボランティアの皆様》
あじさいのおか牛窓後援会、牛窓中学校、岡山後楽園ロータリークラブ、
髪工房、川崎医療福祉大学、キングラン中四国（株）、黒住教牛窓教会所、
グループホームあじさい家族の会、さざなみの会、瀬戸内市牛窓地区民生
児童委員協議会、瀬戸内市牛窓町行政委員、瀬戸内市牛窓町福祉委員、
瀬戸内市婦人協議会、瀬戸内市長浜地区社会福祉協議会、特別養護老人
ホームあじさいのおか牛窓家族の会、日本基準寝具株式会社、ニュー
モラルサークル、備前緑陽高等学校、福祉理容グループミヤタニ、若葉会、
利用者ご家族の皆様、個人ボランティアの皆様

〔五十音順、敬称略〕

あじさい納涼夏祭りを通して、「あじさいのおか牛窓」を地域の皆様が支えて下さっているということを改

めて強く実感致しました。あじさい納涼夏祭りに関わっていただいた全ての方に、心から御礼申し上げます。

【あじさい納涼夏祭り総括 頓宮 和展】

mailto:seiwa@ajisai-s.or.jp
http://www.ajisai-s.or.jp/
http://www.ajisai-s.or.jp/


誌面の写真・氏名については、ご本人の同意を得て掲載しています。個人情報の取り扱いに関する苦情・相談窓口は、三石（みついし）まで。

TEL : 0869-34-6366　　メール : seiwa@ajisai-s.or.jp       

小規模多機能型居宅介護「グレースケアあじさい」も、本格始動してか

らおよそ半年が過ぎました。そこで今回は、日頃の活動の様子をご案内し

たいと思います。

グレースケアあじさいでは、時折、ご利用者の皆様でおやつ作りをする

ことがあります。上の写真ではドーナッツの成形をしています。生地の発

酵までを厨房で行い、本格的に用意しました。きれいな円形にしようと四

苦八苦した結果、大小たくさんのものが出来上がり、「おいしいなぁ！」

と好評でした。夏の間は冷たいお菓子も作りたいので、次はかき氷にしよ

うかなと考えています。

下の写真ではタオルを折り畳み、マスコットを作っています。リボンや

毛糸などつけてかわいらしく出来上がりましたが、皆様、「目がないとダ

メじゃ」と言われるため、急ぎ色紙を切って真ん丸の目玉を用意し、貼り

つけました。これは後でタオルとして使えるところがミソです。

懐かしい歌を唄ったり、頭の体操をしたり、すごろくなどのゲームをし

たり…。また、その間お風呂に入る方、お昼寝する方…とそれぞれですが、

皆様思い思いに楽しく過ごされています。これからもご利用者の皆様に楽

しく過ごしていただけるよう、職員一丸となって工夫を凝らしていきたい

と思います。

～認知症に効果的な『回想法』～

●『回想法』とは？

認知症療法の一つに、『回想法』という方法があります。

これは、高齢者に昔の出来事を思い出していただくことで、

脳の活性化を図るというものです。このように書くと難し

く思われるかもしれませんが、実際には、『対象となる方

の慣れ親しんだ物や写真などを用いながら、楽しくお喋り

をする』というだけの簡単なものです。

●具体的にはどうするの？

例えば、昔のアルバムを取り出して写真を眺めながら、

当時のことを話していただくのも回想法となります。若い

頃に使っていた仕事の道具や日常用具を実際に持ち出して、

「これはどうやって使っていたんですか」と話のネタにす

るのも効果的でしょう。

平成２７年７月１日（水）に「あじさいのおか牛窓後援会」総会が守田 哲朗会長のご発声により開催されま

した。決算報告・事業報告・事業計画等の説明があり、参加会員のご承認を得て総会は無事終了しました。今

後も「あじさいのおか牛窓後援会」事業の強化・広報活動の活発化・会員の拡大等を目指し、充実した事業展

開を図ってまいります。

★「あじさいのおか牛窓後援会」にご加入希望の方は、あじさいのおか牛窓（事務部）までご連絡ください★

●回想法を行う時のポイント
大切なのは、『本人の話に耳を傾けて聴く』

という『傾聴の姿勢』です。つじつまが合わな

いことを話していても決して否定せず、何度同

じ話を繰り返されても、決して急かさないでく

ださい。ご本人が話したいことを、思い出をた

どりながら話していただくことが重要です。そ

うすることで高齢者はそれまでの人生を振り返

り、昔の明るく輝いていた時代の記憶をたどる

ことができ、自尊心を向上させることにつなが

るのです。

●おわりに
高齢者には、過去の記憶や思い出に親しむ傾

向が認められています。現在では年齢を重ねる

につれ、身体能力・記憶・周囲の人々…様々な

ものを喪失していく過程にある高齢者にとって、

昔を語ることは楽しいひとときとなるでしょう。

難しく考えず、機会があればぜひ一度、実践

していただけければと思います。


